
　平成２２年３月２８日に開催されました第９５回通常総会において、
平成２１年度事業報告等が承認されました。以下にその概要をお
知らせします。

�．平成21年度事業報告・収支決算（H21.3.1～H22.2.28）
　平成２１年度は、前年度に引き続き、�協会基本活動の活性化
（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿件数）、�情報発
信機能の強化、�国際化の促進、�鉄鋼の学術・技術の活性化、
�他学協会との連携強化等の実施に重点をおいた事業活動を展
開した。
　今後の鉄鋼協会の活動全般について見直しを行うとともに中
期財務計画の作成のため、企画運営WG、生産技術WGを設置し、
鋭意検討した。その結果は理事会に付議され、平成２２年度から
平成２４年度を計画期間とする中期財務計画と活動の全般的な改
革案が決定された。
１．協会基本活動の活性化
　会員数、講演大会発表件数、論文誌「鉄と鋼」及び「ISIJ 
International」への投稿論文数の増大は学協会の基本活動とし
て重点を置いている項目である。
　会員数は平成１５年度を底に徐々に増加してきた。昨今の景気
低迷にもかかわらず減少傾向は見られず、底堅い状況にある。
学生ポスターセッション等の効果により学生会員が増加してい
る。また、６０歳以上会員の増加を目的に２１年から導入されたシ
ニア会員制度も６０名以上が活用するなどその効果が現れた。
　２１年秋季講演大会（京都）の発表件数は、増加を見た２０年度秋
季大会とほぼ同数であった。また、学生ポスターセッションは
過去最高の発表があった。
　「鉄と鋼」の論文誌投稿件数は、「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の合本
化効果もあってか前年度に比べて増加した。「ISIJ Int.」は、投
稿数が年々増加しているが、海外からの投稿数増加が著しい。
　２０年度から導入された論文投稿のページチャージ制の定着化
を図ると共に査読制度の強化を図るため、シニア査読員制度及
び査読報奨金制度を新たに導入した。
２．情報発信機能の強化
　（独）科学技術振興機構が運営する論文誌ポータルサイト、J-
STAGEにおいて「ISIJ　Int.」の無料公開の試行を２２年１月から
開始した。「鉄と鋼」の創刊号からのJ-STAGE 搭載事業は継続し
た。電子投稿査読システムは２２年度実施に向け、科学技術振興
機構と協力して作業を進めた。講演大会における「材料とプロセ
ス」のCD-ROM化は定着化した。

３．国際会議・国際交流の促進
　第２回鉄鋼科学国際シンポジウム、鉄鋼環境国際シンポジウ
ムを関西で開催した。
４．鉄鋼の学術・技術の活性化
１）産学連携
　学術部会と技術部会による共同セミナー等を実施し、両
部会の活性化および産学連携の強化を図った。
　産学の若手研究者・技術者の一層の交流促進を図る「若
手フォーラム」の活動を活発に行った。

２）人材育成
　３５回目となる鉄鋼工学セミナー（１３８名参加）を実施した。
学生に鉄鋼分野をアピールする「学生鉄鋼セミナー」の活動
は定着化してきた。
　本年度で２００回を迎えた西山記念技術講座では、「次世代
につなぐ鉄鋼学の展望」及び「トップが語る鉄鋼技術の進歩
と今後の展望」と題して特別企画講演会を実施した。
　JABEE（日本技術者教育認定機構）による教育プログラ
ム認定制度の「材料及び材料関連分野」の幹事学協会として、
審査チームの派遣等、本分野における活動を推進した。
　鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、（株）神戸製鋼所代表取
締役社長（当時）犬伏泰夫氏による「経営トップによる特別
講演」を春季講演大会で実施した。

３）学への助成
　「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」は公募時期を他の助成
制度に合わせた。２２年度実施に向けて５件の応募があり、
１件を採択した。
　学術部会提案型（A型）、技術開発型（B型） 、公募型（C型）
の新規研究会に１１件の応募があり、A型、B型で合計６件を
採択した。
　鉄鋼研究進興助成は２２年度実施に向けて９０件の応募があ
り、３３件を採択した。

５．他学協会等との連携促進
　日本金属学会との講演大会における相互聴講を本格実施した。
合同の男女共同参画委員会による活動など具体的な連携を進め
た。
　材料分野に関する他学協会と連携して、材料戦略委員会に参
画し、また材料連合協議会の事務局を務めた。
６．公益法人制度改革関連
　本会は、昨年度の理事会で公益社団法人の取得を目指すこと
を決議したが、その後一般社団法人を目指す学協会が増加して
いることや新法人への移行審査の状況を踏まえ、慎重に進める
こととした。 
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　平成２２年３月２８日に開催されました第９５回通常総会において、
平成２１年度事業報告等が承認されました。以下にその概要をお
知らせします。

�．平成21年度事業報告・収支決算（H21.3.1～H22.2.28）
　平成２１年度は、前年度に引き続き、�協会基本活動の活性化
（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿件数）、�情報発
信機能の強化、�国際化の促進、�鉄鋼の学術・技術の活性化、
�他学協会との連携強化等の実施に重点をおいた事業活動を展
開した。
　今後の鉄鋼協会の活動全般について見直しを行うとともに中
期財務計画の作成のため、企画運営WG、生産技術WGを設置し、
鋭意検討した。その結果は理事会に付議され、平成２２年度から
平成２４年度を計画期間とする中期財務計画と活動の全般的な改
革案が決定された。
１．協会基本活動の活性化
　会員数、講演大会発表件数、論文誌「鉄と鋼」及び「ISIJ 
International」への投稿論文数の増大は学協会の基本活動とし
て重点を置いている項目である。
　会員数は平成１５年度を底に徐々に増加してきた。昨今の景気
低迷にもかかわらず減少傾向は見られず、底堅い状況にある。
学生ポスターセッション等の効果により学生会員が増加してい
る。また、６０歳以上会員の増加を目的に２１年から導入されたシ
ニア会員制度も６０名以上が活用するなどその効果が現れた。
　２１年秋季講演大会（京都）の発表件数は、増加を見た２０年度秋
季大会とほぼ同数であった。また、学生ポスターセッションは
過去最高の発表があった。
　「鉄と鋼」の論文誌投稿件数は、「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の合本
化効果もあってか前年度に比べて増加した。「ISIJ Int.」は、投
稿数が年々増加しているが、海外からの投稿数増加が著しい。
　２０年度から導入された論文投稿のページチャージ制の定着化
を図ると共に査読制度の強化を図るため、シニア査読員制度及
び査読報奨金制度を新たに導入した。
２．情報発信機能の強化
　（独）科学技術振興機構が運営する論文誌ポータルサイト、J-
STAGEにおいて「ISIJ　Int.」の無料公開の試行を２２年１月から
開始した。「鉄と鋼」の創刊号からのJ-STAGE 搭載事業は継続し
た。電子投稿査読システムは２２年度実施に向け、科学技術振興
機構と協力して作業を進めた。講演大会における「材料とプロセ
ス」のCD-ROM化は定着化した。

３．国際会議・国際交流の促進
　第２回鉄鋼科学国際シンポジウム、鉄鋼環境国際シンポジウ
ムを関西で開催した。
４．鉄鋼の学術・技術の活性化
１）産学連携
　学術部会と技術部会による共同セミナー等を実施し、両
部会の活性化および産学連携の強化を図った。
　産学の若手研究者・技術者の一層の交流促進を図る「若
手フォーラム」の活動を活発に行った。

２）人材育成
　３５回目となる鉄鋼工学セミナー（１３８名参加）を実施した。
学生に鉄鋼分野をアピールする「学生鉄鋼セミナー」の活動
は定着化してきた。
　本年度で２００回を迎えた西山記念技術講座では、「次世代
につなぐ鉄鋼学の展望」及び「トップが語る鉄鋼技術の進歩
と今後の展望」と題して特別企画講演会を実施した。
　JABEE（日本技術者教育認定機構）による教育プログラ
ム認定制度の「材料及び材料関連分野」の幹事学協会として、
審査チームの派遣等、本分野における活動を推進した。
　鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、（株）神戸製鋼所代表取
締役社長（当時）犬伏泰夫氏による「経営トップによる特別
講演」を春季講演大会で実施した。

３）学への助成
　「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」は公募時期を他の助成
制度に合わせた。２２年度実施に向けて５件の応募があり、
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　学術部会提案型（A型）、技術開発型（B型） 、公募型（C型）
の新規研究会に１１件の応募があり、A型、B型で合計６件を
採択した。
　鉄鋼研究進興助成は２２年度実施に向けて９０件の応募があ
り、３３件を採択した。

５．他学協会等との連携促進
　日本金属学会との講演大会における相互聴講を本格実施した。
合同の男女共同参画委員会による活動など具体的な連携を進め
た。
　材料分野に関する他学協会と連携して、材料戦略委員会に参
画し、また材料連合協議会の事務局を務めた。
６．公益法人制度改革関連
　本会は、昨年度の理事会で公益社団法人の取得を目指すこと
を決議したが、その後一般社団法人を目指す学協会が増加して
いることや新法人への移行審査の状況を踏まえ、慎重に進める
こととした。 
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�．平成22年度事業計画・収支予算（H22.3.1～H23.2.28）

　平成２２年度の本会活動としては、前年度に引き続き�協会基
本活動の活性化（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿
件数の増加への対応）、�情報発信機能の強化、�国際化の促進、
�鉄鋼の学術・技術の活性化、�他学協会との連携強化等の実
施に重点をおいた事業活動を展開する。
　本年度は前年度に策定された中期財務計画（平成２２～２４年度）
の初年度として目標の達成に努力する。また、前年度に企画運
営WG、生産技術WGで立案され、理事会で決定された協会活動
の見直しを着実に実行する。
　公益法人制度における新社団法人への移行作業を進める。

１．協会基本活動の活性化
　関係する各委員会の主導のもと、具体的な取り組みを行ない、
さらなる会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿数の増加
を図る。
２．情報発信機能の強化
１）合本化された「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の定着化を推進
する。また、昨年に引き続き「鉄と鋼」・「ISIJ Int.」
の両論文誌の特集号の発刊等を行ない、内容の充実に努
める。また、電子投稿・審査システムの開始、シニア査
読制度および査読者報酬制度の定着化を図り、論文誌の
さらなるステータスの向上を目指す。

２）講演大会論文集「材料とプロセス」のCD-ROM化を継
続し、検索機能の強化等の利便性を向上させる。

３）第５版鉄鋼便覧及び本会創立１００周年に発行する「鉄鋼
と合金元素」関連書籍の作業を進める。

３．国際化の促進
　高温酸化・高温腐食国際シンポジウム２０１０（神奈川）等の国
際会議の開催を通じて国際交流を深める。
４．鉄鋼の学術・技術分野の活性化
１）本会の特色である産学連携の場を活用し、担当理事の総

括のもとで学術部会と技術部会との連携強化を継続する
とともに、新しい研究課題の発信を図る。

２）前年度に再構築した学への助成制度に従い、「産発プロ
ジェクト展開鉄鋼研究」と、２グループ（�、�型）に
再編成した研究会を推進し、次代の研究のシーズ提案に
努める。

３）学術部会の活性化のため、「社会鉄鋼工学部会」と「環
境・エネルギー工学部会」を統合し、「環境・エネルギ
ー・社会工学部会」を設置する。

４）学術部会に設置されているフォーラムを見直すと共に
「若手フォーラム」を活用し産学の若手研究者・技術者
の交流促進を図る。

５）次世代を支える人材育成のために、西山記念技術講座・
白石記念講座、大学特別講義等の内容の充実を図る。ま
た、鉄鋼工学セミナー・同専科、鉄鋼工学アドバンスト
セミナーの効率的運営に注力する。

６）学生に対し鉄鋼の学術・技術を強くアピールする「学生
鉄鋼セミナー」の活動を推進し、次世代の人材発掘を図
る。

７）鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、経営トップによる特別
講演を実施する。

５．他学協会等との連携
　金属材料系学協会連携協議会を通じて、講演大会における相
互聴講、男女共同参画委員会など日本金属学会と実のある連携
を進める。
　材料分野に関する他学協会等と連携した連合組織である材料
戦略委員会や材料連合協議会の中核として、本会が材料分野の
学術・技術の先導役を務める。
　協会事務所を活用して、関連学協会の同居を検討し、連携強
化を進める。
６．新社団法人移行
　新しい社団法人への移行作業を行う。
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�．平成22年度事業計画・収支予算（H22.3.1～H23.2.28）

　平成２２年度の本会活動としては、前年度に引き続き�協会基
本活動の活性化（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿
件数の増加への対応）、�情報発信機能の強化、�国際化の促進、
�鉄鋼の学術・技術の活性化、�他学協会との連携強化等の実
施に重点をおいた事業活動を展開する。
　本年度は前年度に策定された中期財務計画（平成２２～２４年度）
の初年度として目標の達成に努力する。また、前年度に企画運
営WG、生産技術WGで立案され、理事会で決定された協会活動
の見直しを着実に実行する。
　公益法人制度における新社団法人への移行作業を進める。

１．協会基本活動の活性化
　関係する各委員会の主導のもと、具体的な取り組みを行ない、
さらなる会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿数の増加
を図る。
２．情報発信機能の強化
１）合本化された「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の定着化を推進
する。また、昨年に引き続き「鉄と鋼」・「ISIJ Int.」
の両論文誌の特集号の発刊等を行ない、内容の充実に努
める。また、電子投稿・審査システムの開始、シニア査
読制度および査読者報酬制度の定着化を図り、論文誌の
さらなるステータスの向上を目指す。

２）講演大会論文集「材料とプロセス」のCD-ROM化を継
続し、検索機能の強化等の利便性を向上させる。

３）第５版鉄鋼便覧及び本会創立１００周年に発行する「鉄鋼
と合金元素」関連書籍の作業を進める。

３．国際化の促進
　高温酸化・高温腐食国際シンポジウム２０１０（神奈川）等の国
際会議の開催を通じて国際交流を深める。
４．鉄鋼の学術・技術分野の活性化
１）本会の特色である産学連携の場を活用し、担当理事の総

括のもとで学術部会と技術部会との連携強化を継続する
とともに、新しい研究課題の発信を図る。

２）前年度に再構築した学への助成制度に従い、「産発プロ
ジェクト展開鉄鋼研究」と、２グループ（�、�型）に
再編成した研究会を推進し、次代の研究のシーズ提案に
努める。

３）学術部会の活性化のため、「社会鉄鋼工学部会」と「環
境・エネルギー工学部会」を統合し、「環境・エネルギ
ー・社会工学部会」を設置する。

４）学術部会に設置されているフォーラムを見直すと共に
「若手フォーラム」を活用し産学の若手研究者・技術者
の交流促進を図る。

５）次世代を支える人材育成のために、西山記念技術講座・
白石記念講座、大学特別講義等の内容の充実を図る。ま
た、鉄鋼工学セミナー・同専科、鉄鋼工学アドバンスト
セミナーの効率的運営に注力する。

６）学生に対し鉄鋼の学術・技術を強くアピールする「学生
鉄鋼セミナー」の活動を推進し、次世代の人材発掘を図
る。

７）鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、経営トップによる特別
講演を実施する。

５．他学協会等との連携
　金属材料系学協会連携協議会を通じて、講演大会における相
互聴講、男女共同参画委員会など日本金属学会と実のある連携
を進める。
　材料分野に関する他学協会等と連携した連合組織である材料
戦略委員会や材料連合協議会の中核として、本会が材料分野の
学術・技術の先導役を務める。
　協会事務所を活用して、関連学協会の同居を検討し、連携強
化を進める。
６．新社団法人移行
　新しい社団法人への移行作業を行う。
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